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ＯＲＣクラブ　に関する規定は　英文　2001年発行を最後に　最新版を発行していない。しかしながら2008年以降ORC-Iと共通ルールとして発行され、ORC　Rating　Systems 2009　（ORC-International,　ORC-Club）　ならびに　International Measurement System 2009（IMS2009）がORCクラブルール適用の基本である。（和文翻訳発行は　2009年4月を予定する）
内部計算基準は　ORC-Internationalに使用されるＶＰＰ　とまったく同じである。本規程には2009年度　日本における適用について国内修正条項のみ記載する事とする。
ORCクラブの基本理念である、計測インプットデーターについて簡略化されているものの、VPPを使用してハンディキャップをつけることでレーティングの質を出来るだけ犠牲にしないようにしている点は今までと変わりません。運用責任者（ORC Ltdにより認可されたレーティングオーソリティー：日本ＯＲＣ協会）の判断を行うことはあるものの、オーナーから申告されたデータ、計測員が計測したデータ、設計仕様および量産艇クラスで標準化されたデータは、受け入れられます。しかし、ルールで決められた計測箇所以外にも精度の良いデータが手に入る場合には、原則としてそちらを使うことになっています。精度のよいデータが手に入った場合には、わざわざデフォルト値を使って精度を下げることはしないという方針です。
１．ORC クラブ証書取得の制限
1-1．艇の大きさとレーティングの制限
ORC クラブ証書取得可能な最大サイズは ILC Maxi（全長約 70ft）とする。ヨットの最小サイズは、当面規定しない。しかし、当協会により、妥当なハンディキャップを付与できると判断された場合は、証書発行を行うことがある。

1-2．アペンデージ（キール，ラダー，センターボードなど）の制限
次のアペンデージを装備したヨットは、通常 ORC クラブ証書を取得することは出来ない。
・セーリング中に引き上げることの出来るラダー。
なお、トリムタブは、ロックし、且つレース中は使用しないものに限り許可される。
1-3．ハル（船体）タイプの制限
モノハルのヨットのみを対象とする。カヌーボディ深さが船体中心線に向かって減少する断面形状がどこかにあるヨットは、ORC クラブ証書を取得することはできない。
1-4．バラストの制限
鉛の比重を超える材料をバラストとして使った場合、そのヨットは ORC クラブ証書を取得することはできない。
しかし、当協会により、妥当なハンディキャップを付与できると判断された場合には、証書発行を行うことがある。
1-5．船体表面の制限
抗力減少（又はその可能性）を目的として、ハルやアペンデージに特殊な表面処理を施した場合、そのヨットはORC クラブ証書を取得することは出来ない。
２．ORC クラブ証書作成に必要なデータ項目
ORC クラブ証書作成においては、オーナー申告書の各項目に記載されたデータを使用し、それら以外の証書作成のための計算に必要とされる項目については インプットデータから、レーティング・プログラムが計算する「Constructed」データを使用します。組み合わされたデータ一式は、ORC-Iと同様の方法でVPPにより処理されます。

必要最小限　入力項目については　ＯＲＣホームページ　http://www.orc.org  ORC-Club On Line Application 参照
各項目の詳細および制限については、ORC Rating Ruleに準ずる。
３．復元モーメントの計算
傾斜テストによる実測を行わない場合には、　VPP内部計算によるRM による計算を使用する（Stability Index）と正復元性範囲（LPS）データを　オプションとして出力します。
４．クルー最大重量について
  2009年からクルー重量を申請できる事とする、申請しない場合には、デフォルト値によるクルー重量でレーティング計算を行う、クルー重量は証書に表記される。
５．ヘビーアイテムについて
ヘビーアイテムは、IMS2009　Part-Hを基に 関係項目を、ORC クラブ申告書に記載する。 但し、高い構造物（SUP）の有無については、艇種ごとに当協会が判定する。
６．IMS レギュレーションズについて
6-1．船体関係の IMS2009Accomodation101Divisionは、レーシング，クルーザー／レーサー，ノンファイルの３つの区分に分けられ、原則的に IMS 2009のアコモデーション規則に基づき、申告書の船内設備の項での申告と艇種により、当協会が判定する。ワンオフ艇や量産艇の ORC クラブ証書取得１号艇では、判定するための情報として、図面，写真等の資料提出や計測を要求する場合と実計測を行う場合がある。
７．データの申告と計測について

　　日本における、計測データの申告は　メートリック　システムのみとする。

各データ項目はオーナーによる申告を受けつけるが、以下の場合には計測を行うことがある。

a. オーナーによる自己申告が出来ず、計測を希望する場合。
b. 申告データに疑問があり、オーナーによる正確な解答が得られず、計測による確認が必要な場合。
c. ORC クラブ証書取得の１隻目で、スタンダード数値を確定するために計測を必要とする場合。
d. 船体データが無く、オフセットツールによる作成のための基本データが必要な場合。
８．ORC クラブスタンダード値について
８-1．量産艇で ORC クラブスタンダードと認定された艇種は、日本ORC協会によってデザイン数値や実測値を基にその艇種のスタンダード値（標準値）が決められる。スタンダード値は、見直しにより変更される場合があり、新しいスタンダード値による証書の再発行を行う場合がある。
８-2．ORC クラブスタンダード値による証書の発行を受ける場合、その艇種の標準仕様の状態を変更改造してはならない。
変更／改造した場合、もしくはスタンダード値とは異なるセールなどを搭載する場合などには、その部分の申告を行い、該当するスタンダード値を変更／改造した数値に訂正して、証書の発行を受けなければならない。
８-3．ORC クラブスタンダード値が適用される事が適正と思われる場合では、オーナー申告データに優先して ORC クラブスタンダード値が使用されることがある。
９．セールデータについて
ORC Rating Systems 2009 に準拠します 

９-1．申告書には少なくとも最大面積を持つ各セールの値の記入が必要。

入力最小限必要項目は　ホームページ　http://www.orc..or/ ＯＲＣ－Ｃｌｕｂ　on line applicationを参照ください。

必要に応じて、Default値を使用する。但し、ワンデザインクラスで規定されている場では、クラス規定や標準の値を優先して使用することがある。
メインセール　ガース　：  ORC　Rating Systems 2009　Section 109参照
　　　　　　　但し、HB については　入力はオプション。入力無しの場合Defaultを使用します。
ジブセール：  原則JL,LPG について申告値もしくは　計測値が必要　
　　　　　　　但し　JL の計測値は IMS からの変換による場合、ならびに信用できる申告値が申請された場合、を除いて、JL の値　を　（IM^2+J^2）^0.5 として使用する　（2009年公示参照）。
スピンネーカー： ORC Rating Systems Section 113,114
　　　　　　ERS 計測値が無い場合　2008年度　申告値を採用　（2009年　公示参照）。
　　
10．排水量によるフリーボード計算
フリーボードの数値が不明で、排水量（DSPL）が判明している場合、排水量からFB計算を行う方法を使用することがある。計測されたフリーボード値がある場合には　優先される。又重量物の移動などのトリム変化の計算については　日本ORC協会が計算する場合がある。
11．船体データ（ハルオフセット）について
ORCクラブについてはIMS  2009 Part-B　 Hull計測を日本において以下のようにする・

船体データは次の方法により入手または作成し、より正確なデータが得られた場合には、そのデータを使用して証書の再発行を行う場合がある。
a．ハルスキャナーにはORCAN　認証するレーザー計測による実測を承認します。
b．日本ORC協会の認めるデザイナーよりのオフセットデータの提供。
c．オフセットツール（オフセットファインド＆ビルドプログラム）による作成。     （この場合、作成に必要な基本データを計測することがある。）
12．日本における有効な ORC クラブ証書
12-1．有効期限は証書に記載される。 日本における有効期間は年度 ４月１日を起算日とし、１年間

　　　　(ORC Rating Systems 2009 Section 303.4 の変更)

12-2　ORC Rating Systems 2009ではひとつの艇が複数のステータス（2重の証書）を持つ事を禁じている、又、ORC-I証書とORC-C証書の間ではRating　Ruleにおいて完全な両立性を持たせている。

2009年度より　ORC-I証書には、　「本証書は　ORC-I、ORC-C共通」　と記載する。

（ORC Rating Systems 2009 Introduction）
（ORC Rating Systems 2009 Section 303.5 ）
12-3．ORC クラブ証書は、日本ORC協会の正式印が押され、オーナーによる署名がなされて、はじめて有効となる。
12-4　ORC 本社　Weｂ　ページからORCへ直接データを入力し、本社から発行された証書も有効である。
－以上－
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